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鰯て．
発注 者側 値入 れ単価 の

べ一ス

現在構想されつつある新積算体系ある いは建築

市 場 単価 方 式に お いて は， 予 定 価格 を 設定 する た

め の細 目 内 訳書 の項 目 に値 入 れ する 単価 と して，

元 請 と亙 次 下請 の取 引 実 勢単 価 をべ 一ス に した も

の を便 う と考 え られ て いる。 この 構 想意 図 を便 宜

上 つ ぎ の よ う に 表 し て お く
。

〔元下契約単価］ →＝ ［発注者値入れ単価］ …（１）

こ こ で， 矢 印→ は， そ の左 辺 の情 報 を もと に 右

辺の 情報 が 生成 さ れる こ と を表 して い る。 等 号重

は
， 両 辺 が ほ ぼ 等 し い こ と を 表 そ う と し て い る。

つまり， 公共工事の発注者側の予定価格算定の基

礎となる細 目単価は元下取 極め単 価の情 報であ

る
。

しか し な がら， 発注 者側 は この 元 下取 引 レベ ル

の 取引 当 事者 で はな い から， 通常 の総 価 講負 契 約

に おい て は， 発注 者 は ［元 下 契約 単価コ の直 接 的

な情 報 を知 り 得な い。

そ こ で， こ の レベ ルの 実 際の 取引 当 事 者か ら，

最近の過去の ［元下契約単価コ を調査 して， これ

を 〔刊 行物 市場 単 価コ と して 公 表 し， こ の清 報 を

も と に 日発 注 者 値 入 れ 単 価］ を つ く る こ と に な

る 。 つ ま り
，

［元 下 契約 単 価］ →： ［調 査回 答 単 価】

→： 〔発注者値入れ単価］ ………………（２）

という 形 の情 報 フ ロー と なる。 この 形 を新 積 算 体

系 の 制 度 に 組 み 込 む と き は， ［調 査 回 答 単 価コ が

制 度の 重 要 な鍵 を 握る。 つ ま り， こ の 調査 結果 の

信頼性と利用性がこの制度の有効な成立の鍵にな

る。 信 頼 性 は実 際の 取弓 価 格 を忠 実 に反 映 して い

る こと であり， 利 用 性 と は個別 の 施 工条 件 や取弓１

条 件に 合わ せ てう ま く利 用 でき る こ と である。

この 調査 は 制度 構 想上 き わ めて 重 要だ が， あ る

本質 的 な困 難さ をもっ て い る。 そ れ は総 価入 札 で

の買手側が， 売手側の仕入れ原価の細目の単 価溝

報 を 把握 しよう と する 意 図 か らきて い る。

この単価情報調査は， 発注者機関が直接行うの

で は な く， 独 立 の 調 査 専 門 機 関 が， 総 合 工 事 業

者， 設備総合業者， 専門工事業者な どから調査対

象 サ ン プル企 業 を選 定 して 行 い， 結 果 データ の統

計処理な どを経て刊行物憶報などの形で利用 に供

する 形 が 想定 さ れて いる。

こ の 調査 に つ いて は， こ こ 数年 来 予傭 調査 が行

わ れ てお り， 「建 築コ ス ト 研 究」 でた びた び 記 事

にな っ てい る。 調 査趣 旨や 回答 方 法の 説 明会 を 行

い， 調 査へ の 協カ を 依頼 しなが ら 行う。 郵送 調 査

を主 と し， 訪 間面 接調 査 で 補足 し なが ら 行っ て お

り， か なり 大規 模 な予 傭 調 査 であっ た。 第 ２ 次 予

備調査の結果が， 「新積算体 系 「建築市場単価予
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傭調査 （２）」 建築 （市場価格のとらえ方とその方

法） の 実 施 報 告」 と し て 「建 築 コ ス ト 研 究」 の

Ｎα１９ （！９９７秋 号） Ｐ．５４～７３に か な り 詳 細 に 示 し

て あ る。

ト 調査と回答のスタンス
調 査の 信 頼性 は， 調 査 回 答のス タ ン ス に影響 さ

れる。 ここ でい うス タ ンス とは 当事 者 や担 当 者の

構 え， 姿 勢， 態 度 な どを 包括 的 に指 し て便 う こ と

に す る。 調 査 回 答 ス タ ン ス は
，

さ ら に 調 査 す る 側

の ス タ ン ス と 回 答 者 側 の ス タ ン ス か ら な る が
，

こ

の 両者 の スタ ンス は相 互 に影 響 しあ う だろ う。 こ

の こ と を次 の式 で 表 して おき た い。

回答スタンス →← 調査スタンス十単価

情報利用スタンス ー 一 一 一 一・………（３）

調 査 側の スタ ンス は， 調 査計 画 な どの 事前 の 問

題と サ ン プル 対象 者 か ら得 た データ の 整 理方 法，

提供 方 法 な どか らな る。 事 前 の方 は， 調 査目 的 や

その 結 果 の利 用 方法， そ の 影饗 を どの よ う に調 査

対 象者 に 理解 して 回 答 して も らう か， という 姿 勢

や態 度 を指 す。 単 に 調 査狽目と 回答 倒の ２ 者 で構 成

さ れる ひ とつ の 独立 した ブロ ック 内の 問 題 では な

く， 入札の予定価格設定や元下間取引関係を含む

ト ータ ル なメ カニ ズ ム か ら， いわ ば円環 状 に はね

か えっ てく る 影響 を思 量 した り直 感 的 に警 戒す る

こ と は 避 け ら れ な い。 そ こ で， こ れ ら の 予 想 な い

し警戒 さ れる 影 響 を どのよ う に理 解 して も らう か

と いう 点 も重 要 な調 査 のス タ ンス で ある。 こ れら

は， 当 然 の こ と な が ら， 回 答 者 の 回 答 ス タ ン ス に

影 響す る。

［元下契約単価］ →回答スタンス→ ［調査

回答 単 価】 …… 一 … … …・…… … …・… …ほ）

な ん といっ て も 単 価溝 報 システ ム 全 体に 対 して

最 も 影響 力 が大 き いの は， 調 査対 象者 と して 選 ば

れた 人た ち の 回答ス タ ンス である。 式（４）は， 回答

ス タ ンス は調 査 スタ ンス のほ か に， 単価 情 報 の利

用 のス タ ンス から も影 響 を受 ける こと を示 そう と

して いる。 利 用 スタ ンス は入 札予 定 価 格積 算 単価

の 値 入 れのス タ ンス と 元 下取 引 のス タ ンス か らな

る。 ス タ ン ス は 建 て 前 の 態 度 だ け で な く イ ン フ ォ

ー マ ルな 態度 の 部 分を 含 み， 本音 を反 映す る。 無

回 答 や回 答拒 否 も 回答 スタ ンスの 選 択肢 の ひ とつ

で あ る。

搦３．
事実調 査カ㌧

慧見調査か？

調 査 のスタ ンス を 決め る ひと つ の基 本 的な フ ァ

ク タ ー と して， 事 実調 査 か， 意 見調 査 か， と いう

点 があ る。 事 実調 査 と は， 客観 的 な事 実 （フ ァク

ト） を 闘く も の であ り， 意 見調 査 はそ の 人の 主 観

的判 断 や意 見 や 主張 （オ ピニオ ン） を闘く も の で

ある。 実 際の 取引 価 格 を聞 き だそ う とす る建 築 市

場単 価 調 査は どち らの性 格 をも つ 調 査だ ろう か Ｐ

いう ま でも なく 事 実調 査 だ と考 え られ る が， こ

と はそ う簡 単 で はな い。 事 実調 査 が 実現 さ れる た

め に は， つ ぎの よう な状 況 が 必要 で ある。

こ れら が満 足 さ れな い とき は 回答 者 の回 答ス タ

ンス に影 響 し， 事 実調 査 のつ もり が 意見 調 査 にな
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って しまっ た り， 主 観 約意 見 が混 入 した ハイ ブリ

ッ ドな 性格 の 調 査に 変質 して しまう。

こ の ① がいち じる しく 不 十 分な 場 合 は， 調 査 の

趣 旨に 全 面的 に協 力 して 正 直 に答 えよ う とす る 回

答者 に も困 惑 を もた らす。 その 結 果， 回 答困 難 で

無回 答 にな った り， 回答 し ても 意 図 しな い恣 意 性

が混 入 する。

一 方， ② の利 審 関係 の 思量 に つい て は， 正 直 な

回答 考 はこ れに 影 響さ れ ない と 考え る こと も でき

る。 しか し， こ れ が① の 不充 足 と同 時 に起 きた 場

合 は どう だろ う か。

事 実情 報 がま ぎ れも なく 明 瞭 に把 握さ れ て いる

とき は， 自分 の 利害 へ の 影響 を趨 え て正 直 な 回答

を す る が， 事 実 情 報 が 不 鮮 明 で 幅 が あ る 場 合 に

は， 正 直 な回 答 者と い え ども 自分 に 不利 と な らな

い事実溝報の方を選んで回答することが十分にあ

り 得 る
。

こ こ での 回 答者 側 の利 害 は， 回 答者 と 調査 者 か

らな る 調査 回 答 ブロ ック 内 の当 事 者間 で 生 じる利

審 で は ない 点 に注 意 しな け れ ばな らな い。 入 札 の

予定価格積算や元下間の実際の取引とリンクして

タイ ム ラ グ をも っ て顕 在 化 してく る 円 環状 メカ ニ

ズ ム に よ る 利 害 で あ る
。

こ こ に
， 回 答 ス タ ン ス の 選 好 が 生 ま れ

，
さ ら に

はス タ ンス 選 好 の戦 略 の問 題 が生 ま れる。 新 しい

現 実的 な ジ レンマ の 問 題も 生ま れ る。

調 査 側の ス タ ンス と して は， 回 答倒 の こう した

回答スタ ンスの選好の迷いや戦 洛性を考慮 した調

査 設 計や 利 用ス タ ンス をとる の か， そ れ とも 他 ブ

ロ ック との 交互 作 用 を捨 象 して 調 査回 答 ブロ ック

内 だ け で考 える こ とに す るか， とい う ポイ ント が

重 要 に な っ て く る。

相場 も 市 場単 価 も英 語 で は ｍａｒｋｅｔ ｐぎ１Ｃｅ で表

す こ と も あ り， き わ め て 近 い 関 係 に あ る よ う だ。
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こ れ を あ えて 区別 し て み る と き は， 「相 場 感」 と

「実例 取引 契 約 単価」 と でも す れ ば， なん と なく

差 異が 感 じら れる。 相 場感 は， あ る い は相 場勘 と

か 相場 観 と も 通 じる の かも し れ な い。 一 方， 「実

例 取引契約単価」 は， 実際の特定の工事において

契約 さ れた 元 講・ 下 請間 の個々 の 契約 単 価 を指 す

だ ろ う。

と もあ れ， 相 場 を聞 く 調 査は 意 見調 査 であ り，

実例取引契約単価そのものを聞くのは事実調査で

あ る とい え よう か。 単 価 が異 な る いく つか の 実例

か ら 任 意 に 選 択 した り， 平 均 し た り， 換 算 し た

り， という 過程 を経 て 回 答す る とき は， どち らと

い う べき かわ か ら ない。

経済調査会や物価調査会が毎月提供している刊

行物単価情報や施工単価情報と現在構想中の建築

市場 単 価 と は， どこ が 違う の だろ う か？ 一 前者 は

意見 調 査べ 一ス の ス タ ンス であ り， 後 者 は 事実 調

査 を意 図 して いる と いう の が筆 者 の見 方 で ある。

なお， 事 実 調 査， 意 見 調 査 の周 語 は 文 献玉）に よ

る が， そ こ で は， 少 し前 の 事実 に 関 して 即答 を求

める 質 問 な ど は 意見 調 査 だ と して いる。 「事 実 調

査 は でき る だ け調 査 時点 での 事 実の み を 忠実 にと

ら え よ う と し て い る も の で あ る。 こ れ に 対 し て
，

意 見調 査 とよ ん でい る もの は， サ ンプ ルの 意見，

態 度， 記 憶， イ メ ー ジ と い っ た も の が は い っ て く

る も の で あ る。 市 場 調 査 に お い て は
，

こ の ２ つ は

厳 密に 区別 しな けれ ばなら な い。 一般 に 事 実と 意

見 は違う の で 注意 を 要す る。」 と 書い て ある （林，

村 山 Ｐ
．９０ ～９！）。

意 見か 事 実 か， どち ら を求 め て いる か が明 瞭 で

ない 調 査 や 回 答 は一 番 こ ま る が， 「事 実 に 関 す る

質 間」 と 「意見 の 質間」 を はっ きり と 区別 しな が

らも この 両 者を 組 合わ せて 調 査 する こ と は有 効な

調 査 にな り 得る。 この 組合 せ 方 によ っ て は， 正直



な 回 答者 の ジ レンマ を多少 と も 解消 でき る か らで

あ る。 た だ
，

こ の 意 見 と 事 実 と の コ ン ト ラ ス ト に

よ って 何 をア ピ ール でき， どん な改 善効 果 を期 待

し得る か の状 況 認識 に よっ て も異 な るだ ろう。

翻
円環状 トータルメカニズ

４
， ムと構成ブロツク

ト ー タ ル メ カ ニ ズ ム と いう こ と ば を 使 い な が

ら， そ の 説 明は して い なか っ た。 建 築の 受 発注 の

全 体 的な 仕組 み を指 そう と して いる のだ が， こ こ

では主 に 価格 情 報の 側 面の み に し ぼり， か つ， 予

定 価格 と 入札 価 格 とが 対時 す る レベ ル， お よ び元

下 取引 関 係の レ ベル， そ して この 両 者を 価 格情 報

面 で結 ぶ 積 算体系 の 範 囲 を一 応の ト ータ ル シス テ

ム と考 え， そ の 情報 の 流 れのメ カ ニ ズム を 指そ う

と し て い る。 そ れ は お よ そ 次 の ４ つ の ブ ロ ッ ク と

そ の当 事 者 から 成る。

この ４ つ が トータ ル シス テ ムま た は トータ ルメ

カ ニ ズ ム を 構 成 す る。 ブ ロ ッ ク は サ ブ シ ス テ ム と

呼 ん でも よ い。 各 ブロ ック に は いく つか の 当事 者

が あ る
。

そ れ ら の 当 事 者 た ち
，

ま た は そ の サ イ ド

（倒） が 当 事者 間の 関 係行 為 の 諸局 面に お いて そ

れ ぞ れ ス タ ン ス を も つ。 ス タ ン ス は ル ー ル 以 外 の

非 公式 約 で 流動 的 な態 度部 分 を多 分 に含 む。

こ れら の 各 ブロッ ク は 密接 に 関連 して い る。 い

わ ば， 円 環 的に 連鎖 して トー タ ルなメ カ ニ ズム を

形 成す る。 これ をバ ラ バラ に 分 離 して， そ れ ぞれ

が 独立 したメ カ ニズ ム で ある か のよう に 扱う こ と

はいち じる しく 不十 分 で ある。

円環 状 だ という メカ ニ ズ ム のお お よそ のイ メ ー

ジ につ い て は， 当連 載 ［逐］ の図 一 １ （建築 コ ス

ト研究 Ｎα１４のＰ．５４） がや やわ か り にく い形 で あ

る がイ メ ー ジ の 一 部 を 図 解 し て い る。 ま た 前 回

［８］ の 煩回 路 １ と逆 回路 ２ の説 明 はこ の 円環メ

カニ ズ ム の想 定 さ れる挙 動 パタ ー ン ６つ のう ち か

ら ２つ を 記述 した も の であ る。

ト 諸スタンスの相互作用
これ ら の諸 ブ ロッ ク を構 成 する 当 事者 たち は，

と りう る 選択 の 幅と そ れぞ れ の利 害 の配 慮等 か ら

な んら か のスタ ンス を選 好 する。 入札 制 度 は価 格

の み競 争 か総 合 評価 競争 か， 予 定 価格 に かか わ る

設計全額や単価表な どの公表の有無や時期， 内訳

書 提出 の 有無 ・ 時期 ・ 方法 （発 注 者側 スタ ンス の

一部）， 徹底 した競争を行うか談合する か辞 退す

る か （受 注者 側ス タ ンス の ］部） な どのス タ ンス

の 組合 せ をも ち， こ れ らが 単価 調 査 に対 する 回 答

のス タ ンス に も 影響 する。 つ まり， 入 札 予定 価 格

への影響や元下取引への影響を考慮した戦略的な

回 答ス タ ンス が 生ま れて く る。 元 下 問取 引 ブロ ッ

ク にお い ても， 両当 事者 に 多様 なス タ ンス 選 択 肢

が あり， その 組 合せ で ショ ー トパス から ロ ング パ

ス にい た るさ ま ざま な 取り 引き スタ ンス が生 ま れ

る
。

こ こ で
，

シ ョ ー ト パ ス と は 下 請 入 札 や 見 積 り

合わせで下請業者と下請価格を同時に一発で確定

す る道 （パス） であ り， ロ ン グパス と は交渉 相 手

の切り替えな どを含む数次の価格交渉や条件協議

の 長 い 道 の り （パ ス） を と る 取 引 き 様 態 を 指 す

（当連 載の ［２］「元請下講間 取引価 格の基本的

性 質」 を 参照）。

市場 単 価調 査 の 回答ス タ ンス は， 値入 れス タ ン

ス な ど の 他 の ス タ ン ス に よ っ て 変 化 す る だ ろ う。

蝿
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そ の と き
，

（！） ブロ ッ ク内 で 閉 じた 対応 ス タ ンス

（２） 他の ブロッ ク ヘ の影 響 を考 慮 した 対応 スタ

ン ス

（３） 他 の ブロ ック ヘ の影 響 を戦 略 的に 操作 する

対 応ス タ ンス

の どの 範 囲ま で を考 えて 調 査す る か， 検 討 が必 要

に な ろ う。

調査 回 答ス タ ンス に 関す る予 備 的調 査 や実 験 を

行 う こ と も 有 効 か も し れ な い。 そ れ は， 上 記 の

（１）（２）（３） な どに よ っ て， 回 答 ス タ ンス が どう 変

化 する か を みる こと な ども 目 約 とす べき だ ろう。

し か し， こ う し た 回 答 ス タ ン ス は， 制 度 の 実 施

経 験 にと も なっ て変 化 する こ とも 予 想さ れ る。 し

た がっ て， 回答ス タ ンス の 調 査 自体 がも つ 役割 は

必 ず しも 予 傭的 な， あ る いは 実験 的 なも の ばか り

で は な い。 実 施 シ ス テ ム の な か に 常 時， あ る い は

随 時， 装 傭 する べき も の であ ろう。 それ は 警察 的

な 役 割を 持 つた め では ない。 建築 生 産関 係 者の 本

音 とそ の 変 化， 進化 を つ ねに相 互 把 握 して 透明 性

を 傭 えた 積 算体 系， 入 札制 度， 元 下 取引， 産業 構

造 の 全体メ カ ニ ズム を 構想 し， 修 正 して いく た め

である。 こ れら は， 建 築生 産 シス テム の 構 成 ブロ

ッ ク であ り， 相 互依 存 して トータ ル シス テム を維

持 した り 進 化さ せて い く。 こ れ を できる か ぎり 透

明に再構築することが新しい相互信頼の形成のた

め に 必要 で ある と 思う。

こ のよ う に総 価 入札 や 元下 取 引を 含 む トータ ル

の メ カニ ズ ム の相 互作 用 とそ れ が自 分 に及 ぼす利

害 を考 慮す る とき， どの よう な 回答 スタ ンス をと

る こ と が 真 の 選 好 と な る の か， わ か ら な く な る。

近 年高 度に 発 達 しつつ あ る ミク ロ 経済 学の 分 野 で

は 「虚 偽 によ る選 好」 とか ｒ真 の 選好」 と いう概

念 が登 場す る。 こ１れら が市 場単 価 調 査で は 何を 指

すこ と にな るの だ ろう か ？ 一た と え ば防衛 的， 戦

略的 に 高め の単 価 を 回答 する ス タ ンス を選 好 する

こと は， ｒ虚偽 の 選好」 とい う べき か Ｐ む しろ，

本音の戦略選好として ｒ真の選好」 に該当する場

合も あ り得 るの で は ない か ？ 「個人 の 目標」 が よ

り高 い 単価 （サ ブコ ン側） であ った り， リ スク シ

ェア リ ン グの 現実 に 対応 す るマ ーク ア ッ プ確 保 の

た め の より 大き な 二 重価 格 差 （ゼネ コ ン側） で あ

る 場 合， 「真 の 選 好」 あ る い は ｒ真 の 評 価」 と は

な に を 指 す こ と に な る の だ ろ う か。 こ う し た 点 も

調 査と 回答 のス タ ンス の 根 源に か かわ っ てく る。

鰯
まとめ１調査に対する回

６・ 答 者の 信頼 と戦略

市 場 単価 方 式 は回 答者 の 回答 スタ ンス に依 存 す

る とこ ろ が大 きい。 回答 す べき 唯 一の 真 の答 え を

持っ て い れ ばよい が， 選 択 の幅 が ある と とき は 困

惑す る。 これ は， 調 査に 忠 実 に応 えた い 場合 に お

い て， 答 える べ き 実 例 を どう 選 ぶ か の 迷 い で あ

る
。

回答する選択の幅 （同一期間内での取引実例の

単価 の 差異 な ど） が大き く， そ の どれを 選 ぶか で

自らの利害に影響が及ぶと予想される場合には一

種 の ジレ ンマ が生 じ， 恣 意 的 な， さ らに は 戦略 的

な 回 答 ス タ ン ス に も な り 得 る。

こう した こ と を明 示 的に 議 論す る こと は， 当 事

者た ち の 混乱 を ま ねき調 査 を 混乱 させ る と いう 指

摘 もあ る と思 う。 筆 者 はこ とさ らに混 乱 を 求め る

も の では な いが， 構想 さ れて いる 新 し い積 算体 系

の 健全 な 発 展の た めに は 次の 諸点 を 考 慮す る必 要

が あ る と 思 う
。

（王） 回 答 スタ ン スの 実 際的 影 響に つ いて は， い

ず れわ かる 部 分 は回 答者 に もわ か って く る。

だ か らと いう わ け では ない が， 調 査倒 が 予測
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でき る 影響 や効 果 を 回答狽口と共 有す る スタ ン

ス が， 調 査 に対 す る 回答 者 の信 頼 を得 るた め

に も 必要 な の では ない だ ろう か。

（２） 回 答者 は， 回 答 結果 と利 審 関係 を 持 つ。 そ

の利 害 は調 査回 答 ブロ ック の 当 事者 間 に生 じ

る利 害 では ない。 そ れ がリ ンク して いく 予 定

価 格積 算， 入 札 制度， 元 下取 引 な どの トータ

ル な 円環 状メ カ ニズ ム を 通 じて次 期 セッ ショ

ンヘのタイ ムラ グを伴う 利害関係 が生ま れ

る
。

（３） 通常は開示できない取引実態惰報の提供を

回答 者 に求 め て いる の であ る から， 調査 倒も

影響 の 及 ぶメ カニ ズム の 仕 組 みを でき る だ け

透明 に 開示 す る べき だろ う。

（４） しか し， 現 段 階 では調 査 側や 体 系 デザイ ン

側に と って も 見 通せ ない 不 明部 分 が 非常 に多

い こと も確 か で あろう。

今 後 の試 行 や 実施 適用 の 積 み重 ね によっ て

初め て 判 明 し， そ れ によ っ て 変容 して く る部

分も あ る だろ う。

（５） 予備調査段階では隠れていた回答倒の戦略

が制度本格実施のある段階で姿を現すことも

考 え られる。 そ れ は意 図す る しな い にか かわ

ら ず強 力 な効 果 をも つ 可能 性 があ り， そ の 発

動 に どう 対処 する か， こ れを食 い 止 める 方 針

ならばどういう方策があるのかを十分検討し

て お か な け れ ば な ら な い。

（６） 新 しい制 度 体系 に お いて， 回答 者 （ゼ ネコ

ンお よ び サ ブコ ン） は単 なる 被調 査 者 では な

く， 当 該メ カ ニ ズム の重 要 な 構成 員 であ り，

新 しい 制度 体 系 をと もに 構 築 して いく べ きパ

一一 ト ナ ー で あ る 。

（７） 回 答者 た ち の大 半の 理 解， 支 持， 信 頼 を得

られ ない 調 査 シス テム は その 機 能 を果 たせ な

い。 も し， そう な ると 新 積算 体 系 が破 綻す る

恐 れ が 大 き い。 こ う し た 恐 れ を 極 力 回 避 し

て， 煩 回 路 が正 常 に機 能 する よう に 新積 算 体

系 を デザイ ン し続 ける こ とが 重 要 である。

（８） な んら かの 新 しい 積 算体 系 と価 格庸報 シス

テ ム が求 め られて い る こ とは確 か で ある。 そ

の模索は， 新積算体系が試行や実施に出発し

た あと で も必 要 であ り つ づける だろう。
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